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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

共食文化で“WA”を広げるプロジェクト 

２．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度 

１ きゅうらぎみんなの食堂 彩り＠空き家（第３日曜日 12：00～14：00 月 1 回開催 50 食限定） 

２ 出前食堂＠各公民館（不定期 月 1 回開催 19 集落で順番に開催 20～30 食） 

3500 人を切った町内人口ですが、1 つの認定こども園、2 つの小学校、１つの中学校・高校へ直接開催チラシを

お持ちし、校長先生や地域連携支援員の先生に告知とご協力のお願いに回っています。お陰様で、開始してから

約 1 年 9 か月認知が広がり、準備した 50 食が安定して完売するようになりました。特色としては、赤ちゃんから、

小中高校生、家族世帯から地域の老夫婦、独居老人と多世代の方の参加があることです。また、調理スタッフに

ついては、地域の小学生、厳木高校生、調理が得意な地域のベテランさんが混ざって準備をしてくれています。参

加者も調理スタッフも子どもから高齢者まで様々な立場（10～80 代）で運営していることが特異な点です。 

３．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度 

▼OUTPUT（結果） 

１．のみんなの食堂彩りは、2 回台風直撃により開催中止となりましたが、全 10 回開催ができました。参加者数は

いずれの回も 50 食完売で安定した食堂運営ができるようになりました。 

 

▼OUTCOME（成果） 

タイトルに願いを込めた通り、3 つの WA がそれぞれ実現できたのではと思っています。既にご近所の高齢者や

独居老人の方々には、第 3 日曜日は彩りに行って、お昼ご飯を食べる習慣がついている様子です。月 1 回では

ありますが、生活の一部、交流拠点としての“輪”になれたことは大きな成果だと感じます。また、旧友との再会や

新しい出逢いという意味での“WOW“により、たくさんの笑顔を見ることができました。最後に、毎回調理スタッフが

体調を崩すこともなく、道の駅からの寄付を最大限に活用した彩り定食が大好評でした。”和”食ランチを破格でた

べられると評判となり、結果的に毎回の完食につながっているのだと思います。スタッフには感謝してもしきれませ

ん。こうして、本助成のお陰で人件費を捻出できたのは、とても有難かったです。 

４．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字程度 

今後の展望は、1 回につき提供数を増やしたいと考えています。そのため、現在の拠点では手狭なので、広い古

民家へ移す予定です。場所が変わることで、これまで利用されていた方々が来なくなる心配と新しい場所でしっか

り提供数集客ができるかというのが問題になりそうです。 

また、現在は調理スタッフが安定したお手伝いをしていますが、ベテランスタッフが多いので、いつまで続けられる

かという物理的な問題もいつか直面するだろうと考えています。活動が継続できるよう、調理スタッフの募集や、食

堂というご飯を食べるだけの活動から参加型でのイベントチック、食育等の学びが同時にできる拠点としての運営

も求められてきそうだと感じています。 

５．参考資料 

 プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等のデータ。活動の様子がわか

る写真などを必ず別途ご提供ください 





 


